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▲

初仕込みを行う
山本さん　▼共同
開発したリキュール

　
「
平
成
22
年
度
内
子
町
自

治
会
活
動
研
究
大
会
」（
内

子
町
教
育
委
員
会
ほ
か
主

催
）
が
２
月
19
日
、
内
子
町

共
生
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
城
廻
、
御
祓
、

中
川
の
３
自
治
会
が
、
活
動

事
例
な
ど
を
報
告
。
続
い
て

「
季
刊
地
域
」（
㈳
農
山
漁
村

文
化
協
会
）編
集
長
の
甲
斐

　

22
年
９
月
16
日
か
ら
行
わ

れ
て
い
た
内
子
小
学
校
プ
ー

ル
新
築
工
事
は
、
２
月
28
日

に
完
了
し
ま
し
た
。

　

同
プ
ー
ル
は
昭
和
40
年
に

建
設
さ
れ
老
朽
化
が
進
ん
で

い
た
こ
と
か
ら
、
21
年
度
地

域
活
性
化
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
て
工
事
を
実
施
。
新
し

い
プ
ー
ル
は
本
体
に
強
化
プ

良り
ょ
う
じ治
さ
ん
と
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
の
森
千ち

鶴づ

子こ

さ
ん
が
、

都
会
な
ど
か
ら
若
者
を
迎
え

入
れ
、
共
に
地
域
の
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
る
他
県
の
例

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

町
内
に
は
移
住
者
の
受
け

入
れ
に
積
極
的
な
地
域
も
多

く
、
興
味
深
そ
う
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
採
用
し
、
排

水
口
の
吸
い
こ
み
防
止
対
策

や
観
覧
席
の
設
置
な
ど
、
安

全
に
十
分
に
配
慮
し
た
つ
く

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
事
業
費
は
９
，６
０
０
万

円
。
25
㍍
×
６
レ
ー
ン
の

プ
ー
ル
と
低
学
年
用
プ
ー

ル
、
更
衣
室
な
ど
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

内
子
町
は
平
成
19
年
に
ど

ぶ
ろ
く
特
区
、
20
年
に
果
実

酒
特
区
、
21
年
に
リ
キ
ュ
ー

ル
特
区
の
認
定
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
特
区
を
活
用

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
地

酒
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
キ
ュ
ー
ル
の
製
造
に
取

り
組
む
山
本
忠た

だ

志し

さ
ん（
内

子
11
）
は
、
昨
年
12
月
に
製

造
免
許
を
取
得
。
２
月
に
初

仕
込
み
を
行
い
ま
し
た
。
４

月
上
旬
に
お
披
露
目
を
行
う

り
商
店
街
で
昨
年
秋
に
開
い

た
内
子
フ
ェ
ア
を
き
っ
か
け

に
、
豊
島
区
と
の
交
流
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
彩
あ
ん
ど
ん
や
草

木
染
め
の
ス
ト
ー
ル
、
和
紙

モ
ビ
ー
ル
な
ど
を
出
展
し
、

伝
統
の
技
術
を
生
か
し
た
町

の
産
業
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
３
日
間
で
約

１
万
６
，０
０
０
人
が
訪
れ
、

多
く
の
人
が
足
を
止
め
て

興
味
深
そ
う
に
商
品
を
手
に

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

内
子
町
は
３
月
３
～
５

日
、
内
子
手
し
ご
と
の
会

（
児
玉
政ま

さ

輝て
る

会
長
）と
連
携

し
、
東
京
都
豊
島
区
の
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
で
開
か
れ

た「
第
４
回
と
し
ま
も
の
づ

く
り
メ
ッ
セ
」
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
豊
島
区
の

基
幹
産
業
で
あ
る
印
刷
業
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業

の
優
れ
た
技
術
や
製
品
を
一

堂
に
集
め
た
見
本
市
で
す
。

　

内
子
町
は
、
巣
鴨
地
蔵
通

　
「
心
で
つ
な
ぐ“
ふ
る
さ

と
景
観
”
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、「
第
３
回
景
観
ま
ち

づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
２
月
25
日
、
内
子
町
共
生

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

美
し
い
景
観
づ
く
り
に
貢

献
し
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら

れ
る「
内
子
町
景
観
ま
ち
づ

く
り
賞（
啓
発
活
動
部
門
）
」

は
、
河
川
の
清
掃
や
花
の
植

栽
活
動
な
ど
を
続
け
て
い
る

次
の
４
団
体
が
受
賞
し
ま
し

た
。

予
定
で
す
。

　

ま
た
町
内
の
酒
造
会
社

と
共
同
で
、
日
本
酒
と
果
汁

を
合
わ
せ
た
３
種
類
の
リ

キ
ュ
ー
ル
を
開
発
。
２
月
１

～
４
日
に
東
京
で
開
か
れ
た

見
本
市
に
も
出
品
す
る
な
ど

活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

山
本
さ
ん
は
、「
内
子
は

果
物
が
豊
富
に
獲
れ
る
。
内

子
産
に
こ
だ
わ
っ
て
、
こ
れ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
果
物
の
リ

キ
ュ
ー
ル
を
作
っ
て
い
き
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
続
く
５
～
６
日
に

か
け
て
は
、
首
都
圏
か
ら
21

人
が
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
内
子

町
を
訪
問
。
あ
ん
ど
ん
に
照

ら
さ
れ
た
内
子
座
で
、
芸
達

者
な
町
民
の
皆
さ
ん
が
踊
り

や
三
味
線
な
ど
を
披
露
し
て

歓
迎
し
、
一
行
は
町
並
み
散

策
や
こ
け
玉
作
り
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

内
子
町
は
、
今
後
も
積
極

的
に
豊
島
区
と
の
交
流
事
業

を
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

  

◇
麓
川
を
美
し
く
す
る
会

  

◇
五
十
崎
新
町
自
治
会

  

◇
城
の
台
ア
ジ
サ
イ
を
育

  　

て
る
会

  

◇
川
中
２
励
ま
す
会

　

続
く
講
演
会
で
は
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
山
内
敏び

ん

功こ
う

さ
ん

が
、「
景
観
は
地
域
住
民
の

も
の
で
あ
り
、
ど
う
育
て
て

い
く
か
と
い
う
意
識
が
大

切
」
と
話
し
、
あ
ら
た
め
て

地
域
の
景
観
を
見
直
そ
う
と

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

「
地
域
の
未
来
を
考
え
る
共
生
の
社
会

づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
開
催

従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
替
え
て
強
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
採
用
し
た
新
プ
ー
ル

豊富な果樹を生かして
内子リキュールを製造
リキュール特区の取り組み活発化

新
し
い
プ
ー
ル
が
完
成

内
子
小
学
校

地
域
の
未
来
を
考
え
る

内
子
町
自
治
会
活
動
研
究
大
会

私
た
ち
の
景
観
を
守
ろ
う

景
観
ま
ち
づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

内子ファン拡大を目指し
特産品や観光資源をＰＲ

東京都豊島区と交流事業

▲景観まちづく
り賞を受賞した
皆さん　 ▲看板
などの事例を紹
介しながら景観
について語る山
内さん

▲大勢の来場者でに
ぎわった「としまも
のづくりメッセ」　▲

モニターツアーで
は、ボランティアガイ
ドと一緒に町並みを
散策
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内
子
町
は
４
月
１
日
か

ら
、
町
営
バ
ス
の
停
留
所
と

し
て
新
た
に「
廿
日
市
バ
ス

停
」を
設
け
ま
し
た
。

　

同
バ
ス
停
に
は
、小
田
線
、

満
穂
線
、
程
内
線
、
御
祓
・

池
田
線
、
宿
間
・
大
久
喜
線

が
停
ま
り
ま
す
。

　平成 23 年内子町消防団出初式は２月 22 日、内子運動公
園で行われました。
　式には稲本隆

たか

壽
とし

内子町長や山崎正
まさ

史
し

内子町議会議長をは
じめ、多数の関係者が出席。内子町消防団員 674 人は、清
水勇

ゆう

二
じ

団長を先頭に整然と入場した後、ポンプ操法や小隊
訓練など、日頃の訓練の成果を披露しました。また多くの
団員に対して、長年の功績をたたえ功労章などが贈られま
した。受章者は下記のとおりです。

　

な
お
、
廿
日
市
バ
ス
停
は

国
道
の
片
側
の
み
の
設
置
で

す
。
ご
利
用
の
際
は
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

管
財
係　

☎
０
８
９
３（
４
４
）６
１
５
０

町
営
バ
ス
停
留
所
を
新
設

廿
日
市
地
区
、
国
道
56
号
沿
い

地域防災の要として
新たな決意を胸に

内子町消防団出初式

　
受
　
章
　
者
　  （
敬
称
略
）

　
消
防
長
官
表
彰

　
永
年
勤
続
功
労
章

○
内
子
町
消
防
団

　
　
　
　
　

副
団
長　

大
程
久
壽
男

　
　
　
　
　

副
団
長　

二
宮　
　

健

　
　
　
　
　

副
団
長　

篠
㟢
耕
太
郎

　
　
　
　
　

分
団
長　

金
元　

嘉
昭

　
　
　
　
　

分
団
長　

西
口　

邦
彦

　
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　
表
彰
旗

○
内
子
町
消
防
団

　
功
績
章

○
内
子
町
消
防
団

　

副
団
長　

久
保　

文
男

　
精
績
章

○
五
十
崎
方
面
隊

副
方
面
隊
長　

二
宮　
　

健

　
　
　
　
　
　

団
員　

宮
田　

敦
義

　
　
　
　
　
　

団
員　

福
積　
　

進

　
　
　
　
　
　

団
員　

二
宮　

洋
一

　
　
　
　
　
　

団
員　

伊
達　

智
仁

　
　
　
　
　
　

団
員　

武
田　

保
幸

　
　
　
　
　
　

団
員　

堀
本　

俊
明

　
　
　
　
　
　

団
員　

鎌
田　

貴
康

　
　
　
　
　
　

団
員　

中
岡　

健
一

　

立
川
分
団　

団
員　

柴
田　

耕
一

　

満
穂
分
団　

団
員　

森
岡　

正
樹

　
　
　
　
　
　

団
員　

福
本　

琢
也

○
五
十
崎
方
面
隊

　

天
神
分
団　

団
員　

大
野　

倫
之

　
　
　
　
　
　

団
員　

西
岡
健
太
郎

　
　
　
　
　
　

団
員　

山
岡　

康
久

　

平
岡
分
団　

団
員　

二
宮
健
一
郎

　
　
　
　
　
　

班
長　

藤
田　

典
彦

　
　
　
　
　
　

団
員　

福
岡　

将
士

　
　
　
　
　
　

団
員　

山
本　

博
幸

　

御
祓
分
団　

団
員　

中
野　

友
和

　
　
　
　
　
　

団
員　

石
居　

真
司

○
小
田
方
面
隊

　

参
川
分
団　

団
員　

相
原　

竜
士

　
　
　
　
　
　

団
員　

藤
村　

正
人

　
　
　
　
　
　

団
員　

宮
内　

隆
司

　

小
田
分
団　

団
員　

大
鍋　

直
幸

　
　
　
　
　
　

団
員　

水
口　

泰
彰

　
　
　
　
　
　

団
員　

石
丸　

典
幸

　
　
　
　
　
　

団
員　

伊
藤　

弘
志

　

田
渡
分
団　

団
員　

北
岡　
　

誠

　
　
　
　
　
　

団
員　

水
本　
　

豊

　
　
　
　
　
　

団
員　

仙
波　

裕
一

　
無
火
災
分
団

８
年　

五
十
崎
方
面
隊　

御
祓
分
団

６
年　

小
田
方
面
隊　
　

小
田
分
団

５
年　

内
子
方
面
隊　
　

立
川
分
団

　

小
田
方
面
隊　
　

田
渡
分
団

２
年　

小
田
方
面
隊　
　

参
川
分
団

１
年　

内
子
方
面
隊　
　

内
子
分
団

　

内
子
方
面
隊　
　

満
穂
分
団

　

五
十
崎
方
面
隊　

平
岡
分
団

　

参
川
分
団　

団
員　

大
久
保　

悟

　

小
田
分
団　

団
員　

源
田
耕
一
郎

　
　
　
　
　
　

団
員　

平
岡　
　

真

　
　
　
　
　
　

団
員　

酒
井　

義
幸

　

田
渡
分
団　

団
員　

福
岡　

和
典

　
　
　
　
　
　

団
員　

大
森　
　

悟

　
親
子
消
防
団
員
表
彰

○
五
十
崎
方
面
隊　
　
　
　
　

　

副
方
面
隊
長　
　
　

二
宮　
　

健

　

平
岡
分
団　

団
員　

二
宮
健
一
郎

　
家
族
内
助
の
功
労
者
表
彰

○
内
子
町
消
防
団

　
清
水
勇
二
団
長
夫
人　

清
水　

洋
子

　
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

　
勤
続
章

○
内
子
方
面
隊

　

内
子
分
団　

班
長　

福
岡　

和
彦

　
　
　
　
　
　

団
員　

尾
上　
　

敏

　

五
城
分
団　

団
員　

石
川　

信
悟

　
　
　
　
　
　

団
員　

山
本　

直
人

　

大
瀬
分
団　

団
員　

丸
山　

嗣
喜

　
　
　
　
　
　

団
員　

辰
本　
　

優

　
　
　
　
　
　

団
員　

梅
原　

久
司

　
　
　
　
　
　

団
員　

宮
田　

慶
士

　

立
川
分
団　

団
員　

宮
井　

幸
雄

　
　
　
　
　
　

団
員　

成
川　

幸
三

　

満
穂
分
団　

団
員　

河
野　

史
典

○
五
十
崎
方
面
隊

　

五
十
崎
分
団
団
員　

都
築　

弘
二

　

天
神
分
団　

団
員　

岡
田　

武
士

　

平
岡
分
団　

班
長　

林　
　

健
志

　
　
　
　
　
　

団
員　

久
保　

利
和

　

御
祓
分
団　

団
員　

上
岡　

豊
和

　
　
　
　
　
　

団
員　

石
丸　

貴
之

○
小
田
方
面
隊

　

参
川
分
団　

団
員　

藤
岡　
　

崇

　

小
田
分
団　

団
員　

山
﨑　
　

英

　
規
律
章

○
内
子
方
面
隊

　

五
城
分
団　

団
員　

谷
田　

健
児

　

大
瀬
分
団　

団
員　

山
崎　

正
人

　

平
岡
分
団　

部
長　

松
岡　

秀
人

○
小
田
方
面
隊

　

参
川
分
団　

班
長　

上
岡　

克
巳

　

小
田
分
団　

団
員　

西
本　

逸
貴

　
　
　
　
　
　

団
員　

松
本　

啓
一

　

田
渡
分
団　

団
員　

寺
岡　

和
一

　
勤
続
章（
10
年
以
上
15
年
未
満
）

○
内
子
方
面
隊

　

内
子
分
団　

団
員　

稲
井　
　

強

　
　
　
　
　
　

団
員　

平
田　

智
紀

　

五
城
分
団　

団
員　

小
林　
　

肇

　

大
瀬
分
団　

班
長　

宮
田　

信
一

　

立
川
分
団　

班
長　

神
岡　
　

仁

　
　
　
　
　
　

班
長　

松
岡　

勇
司

　

満
穂
分
団　

団
員　

三
好　

恭
弘

○
五
十
崎
方
面
隊

　

五
十
崎
分
団
班
長　

森
岡　
　

勉

　

天
神
分
団　

班
長　

森
本　

恭
誌

　
　
　
　
　
　

班
長　

山
岡　

勧
仁

　
　
　
　
　
　

団
員　

伊
達　

博
文

　

平
岡
分
団　

部
長　

宮
川　

和
男

○
小
田
方
面
隊

○
小
田
方
面
隊

副
方
面
隊
長　

古
田　

元
昌

　
勤
続
章（
30
年
以
上
）

○
内
子
方
面
隊　

　

満
穂
分
団　

班
長　

篠
﨑　
　

勝

○
小
田
方
面
隊

　

参
川
分
団　

班
長　

坪
田　

勝
博

　
　
　
　
　
　

班
長　

山
本　

幸
一

　
　
　
　
　
　

班
長　

増
田　

敏
広

　

小
田
分
団　

班
長　

谷
口　

信
宏

　
　
　
　
　
　

団
員　

上
野　

英
樹

　
愛
媛
県
知
事
表
彰

　
功
労
章　
　

○
五
十
崎
方
面
隊

　
五
十
崎
分
団
副
分
団
長　

船
田　

辰
雄

○
内
子
方
面
隊

　
立
川
分
団
副
分
団
長　

井
上　

誠
一

　
内
子
分
団
副
分
団
長　

武
田　

隆
幸

○
小
田
方
面
隊

　
参
川
分
団
副
分
団
長　

大
塚　
　

茂

　
田
渡
分
団
副
分
団
長　

土
居　

和
彦

　
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
功
績
章

○
内
子
方
面
隊

　

大
瀬
分
団
分
団
長　

髙
岡　

清
数

○
五
十
崎
方
面
隊

　
御
祓
分
団
副
分
団
長　

宮
内　

俊
文

○
小
田
方
面
隊

　

参
川
分
団
分
団
長　

永
田　

秀
明

　
勤
続
章（
15
年
以
上
20
年
未
満
）

○
内
子
方
面
隊

　

内
子
分
団　

団
員　

中
岡　
　

修

　

五
城
分
団　

班
長　

成
岡　
　

哲

　
　
　
　
　
　

班
長　

横
田　

正
直

　

大
瀬
分
団　

団
員　

樽
岡　
　

信

　
　
　
　
　
　

班
長　

中
塚
由
紀
雄

　

立
川
分
団　

班
長　

武
知　

修
一

　

満
穂
分
団　

班
長　

西
岡　

健
二

○
五
十
崎
方
面
隊

　

五
十
崎
分
団
班
長　

矢
野　

良
平

　

天
神
分
団　

班
長　

西
野　

清
志

○
五
十
崎
方
面
隊

　

五
十
崎
分
団
団
員　

舛
岡　
　

登

　

平
岡
分
団　

団
員　

仲
田　

清
生

○
小
田
方
面
隊

　

参
川
分
団　

団
員　

永
居　

謙
二

　

田
渡
分
団　

団
員　

山
田　

新
司

　
内
子
町
長
表
彰　
　
　
　

　
勤
続
章

○
内
子
方
面
隊

　

内
子
分
団　

団
員　

平
野　

太
郎

　
　
　
　
　
　

団
員　

光
藤　

真
司

　
　
　
　
　
　

団
員　

大
伴　

利
治

　
　
　
　
　
　

団
員　

住
田
浩
一
郎

　
　
　
　
　
　

団
員　

熊
野　

健
志

　

五
城
分
団　

団
員　

高
盛　

直
樹

　
　
　
　
　
　

団
員　

市
兼　

正
則

　
　
　
　
　
　

団
員　

上
岡　
　

聖

　
　
　
　
　
　

団
員　

森
長　

寿
幸

　
　
　
　
　
　

団
員　

宮
﨑　

昌
史

　
　
　
　
　
　

団
員　

竹
田　

慎
也

　

大
瀬
分
団　

団
員　

中
田　

政
寛

　
　
　
　
　
　

団
員　

中
本　

倫
人

■新バス停の位置図

内子分庁

内子分庁前
バス停

廿日市
バス停

至内子駅

至大洲市

レデイ薬局

パルティフジ内子店

国道 56 号

ダイキ
内子店

廿日市
バス停

大洲方面
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